
テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと  

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと  

 8 

れた。 
表 3の「指導の過程、様子が見て分かる」とい
う回答においては、授業者が不在時でも代替への

引継ぎに寄与したことが伺える。続けて「指導の

中での改善点を考えるきっかけになる」との回答

では、教師が記録シートで振り返りをすることで、

指導内容を整理し調整するための有効な手立て

となっていることが推測できる。記録シートが記

録にとどまらず、指導の質を高める手助けの役割

として活用されていると言えるだろう。これらの

結果を踏まえて、記録シートは生徒の実態把握す

る記録という役割にとどまらず、教師の指導の質

向上の一助にもなりうる可能性も示唆され、非常

に有益であると考える。 
記録シートの直近の課題としては、保管方法で

ある。個人情報の扱い方については考えなければ

ならない。今回は生徒が立ち入らない部屋で管理

し、担任が保管した。数が増えると保管場所の確

保が必須となるだろう。 
 

6.  おおわわりりにに 
 

本研究では、自立活動の適切な指導の立案をす

ることを目的として、その基盤となる個別の指導

計画に着目し、様式を整理して作成した。更に、

記録の重要性にも着目し、記録シートを提案し、

作成した。両様式内に自立活動の内容や評価の充

実を図ったところ、適切な指導の立案に繋がった。 
これは教師が「目標を意識化」できるかが密接に

関わっていることが示唆された結果である。 
生徒は日々実態が変容し、困難が移行すること

は当然である。教師は常に実態を捉え直し、指導

のPDCAサイクルを円滑に回すことが求められる。 
個別の指導計画と記録シートを効果的に活用す

ることで、充実した指導へと繋がる。今後は自立

活動の指導の更なる質の向上が求められるだろ

う。 
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小学校道徳科における評価についての研究 
－内容項目のまとまりをもとにした評価の在り方－ 

 
教育学研究科 教育実践創成専攻教育実践開発コース 教師力育成分野 中根淳   

 
 
1. 本本報報告告書書のの位位置置づづけけ 
 本報告書は小学校道徳科における評価につい

ての継続的研究の 2年目の報告である。1年目の
研究は小学校低学年において，児童の学習状況

を普段の授業で見取るための手立てと工夫につ

いて考察し，その有用性の検証を目的とした。結

果は報告書「小学校道徳科における評価につい

ての研究－学習状況と道徳性に係る成長の様子

を見取る方法の提案－」としてまとめた。2年目
の研究は内容項目のまとまりをもとにした評価

の在り方を目指し研究を進める。 

2. 問問題題とと目目的的 
(1)道道徳徳科科のの評評価価にに対対しし教教師師がが抱抱くく困困難難ささ 
道徳科の評価について小学校学習指導要領で

は，「児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子

を継続的に把握し，指導の改善に生かすよう努

める必要がある」(文部科学省，2018)と規定され
ている。また，学習指導要領総則では，道徳科の

評価について，「児童のよい点や進歩の状況など

を積極的に評価し，学習したことの意義や価値

を実感できるようにすること」(文部科学省, 
2018)と示されており，他者との比較ではなく児
童一人一人のもつよい点や可能性などの多様な

側面，進歩の様子などを把握し，年間や学期にわ

たって児童がどれだけ成長したかという視点を

大切にすることが示されている。 
 しかし，道徳科で養うことをねらいとする道

徳性とは，人間としてよりよく生きようとする

人格的特性であり，道徳的判断力，道徳的心情，

道徳的実践意欲及び態度を諸様相とする内面的

資質である。そのため，一朝一夕に道徳性が養わ

れた否かを判断することは難しい。道徳教育実

施状況調査(文部科学省, 2022)によると，道徳科
の評価を行う上での課題として，調査を行った

小学校の 55.2%で「児童の学習状況及び道徳性
に係る成長の様子の把握」が挙げられており，多

くの教師が，内面的資質である道徳性をどのよ

うに見取っていけばよいのか，困難さを抱いて

いる現状が伺える。 
 
((22))学学習習状状況況のの捉捉ええ方方ととそそのの見見取取りり方方  
 道徳性は道徳の授業だけでなく，他の教科も

含めた学校教育全体で育てる資質・能力である

とともに，家庭教育の中で育まれる一面もある。

そのため，道徳科の授業だけで，児童の道徳性が

育まれたかどうかを評価することはできないし，

評価することは望ましくない。 
毛内(2017)は「道徳に関する児童生徒の評価
については，その内面を測ることの難しさから

避けがちな傾向がある。しかし，児童生徒の内面

に係る評価も，その学習状況などを手掛かりと

して積極的に見届けていくように努める必要が

ある」とし，学習状況を把握し積み上げていくこ

との重要性を述べている。また，西野(2017)は
「道徳科の評価では，道徳性そのものは評価で

きないが，道徳性を養う学習活動にどのように

取り組んでいるか，その学びの姿を捉えること

は可能である。学びの姿の成長や進歩を見取る

ことによって，道徳性の育成に通じる道筋が充

実していたどうかを判断することができる」と

指摘している。授業は道徳性を養うために行う

が，指導の結果として，道徳性そのものの状態を

把握するのではなく，道徳性を養うための学び

がどうであったのか，児童の学習状況を把握す

ることが必要であるといえる。 
  
((33))道道徳徳のの評評価価にに関関すするるアアンンケケーートト調調査査かからら  

2023 年 11 月に県内の小中学校教員に質問紙
による調査を依頼し，57名から回答を得た。 
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質問内容については，日常の道徳科の授業に

おいてどのような方法に重きをおいて児童の学

習状況を見取っているか。またその方法で児童

の学習状況を見取る際の良さと課題点について

考えていることを記述で回答してもらった。 
図 1 に示す通り，道徳科の授業において学習
状況を見取る方法として，42%がワークシート
の記述に重きを置き，次いで児童の発言やつぶ

やきからの見取りが 35%という結果になった。
児童の自己評価については 2%となり，自己評価
による児童の学習状況の見取りについては，ほ

とんど活用がされていないことがわかった。 

  
図図 11  日日常常のの道道徳徳科科のの授授業業ににおおいいてて学学習習状状況況をを
見見取取るる際際にに重重ききをを置置いいてていいるる方方法法のの集集計計結結果果  
((nn＝＝5577))  

 
学習状況を見取る際の課題点として挙げられ

た回答を表 1 に示す。ワークシートから学習状
況を見取る際には，「質問と内容がずれてしまい

正しい学習の様子が見取れないこと」「無回答に

なってしまうこと」などが課題として挙げられ

ていた。また，児童の発言やつぶやきによる学習

状況の見取りについては, 「児童の発言を日常の
取り組みの中でどのように記録に残すか」が挙

げられていた。普段の授業の中で継続して取り

組める学習状況を見取る方法について，多くの

先生が課題を抱えている現状が伺える。 
 

表表 11  学学習習状状況況をを見見取取るる際際のの課課題題点点  

  

((44))11年年目目のの研研究究のの成成果果  
普段の授業の中で児童の学習状況を見取り蓄

積する方法として，1年目はワークシートを用い
て記述を蓄積する方法と，エピソード記録シー

トを活用して児童の発言を蓄積する方法につい

て研究を行った。 
ワークシートに記述を蓄積させる手立てとし

て，児童の考えを記述させる際に，登場人物のイ

ラストに吹き出しをつけ，自己を投影する人物

を明確にし，教師の発問の意図が児童に正しく

伝わるようにした。また，ワークシートの問いに

ついても，「Aさんの気持ちをかきましょう」で
はなく，「あなたが Aさんなら，どんなことをお
話するかな」のように，小学校 1 年生の発達段
階に合わせ，口語で記述させるよう工夫するこ

とで児童の考えが表出しやすいようにした。そ

の結果，問いが明確になり，無回答や発問から大

きくずれる記述が減り，記述から児童の学習状

況を把握することができた。作成したワークシ

ートを図 2に示す。 
 

 
図図 2  自自己己投投影影すするる人人物物をを明明確確化化すするるよようう 

工工夫夫ししたたワワーーククシシーートト 
 
授業中の児童の発言を記録する方法として，

ICレコーダーを用いて授業後にプロトコルを作
成したり，座席表を用いて児童の発言を記録し

たりと研究授業では様々な方法を用いるが，毎

回の授業において，授業者が一人でそれらの方

法を実施することは難しい。 
そこで，授業での児童の発言については，黒板

に板書をする際に児童名を合わせて記入するこ

とで発言を記録として残した。さらに，板書の写

真は，エピソード記録シートに発展させて蓄積

していく。エピソード記録シートは図 3 に示す
通り，授業エピソードと生活エピソードを合わ

せて記録するために作成したシートである。授

業エピソードには，授業中の発言の記録である

板書の写真とペアでの学習の様子や，ワークシ

ートの記述の様子など授業内での学びの記録を

合わせて残す。生活エピソードについては，授業

に関する内容について，学校生活の中での児童

の言動の記録を残していく。 
板書を活用したエピソード記録シートを作成

することで，授業での学びの姿が明確になり，道

徳の授業をきっかけとして，日常生活の中で児

童の前向きな姿を見取ることにつながった。 
 

 
図図 33  エエピピソソーードド記記録録シシーートト 

  
((55))研研究究のの目目的的   
 1年目の研究は，研究協力校で授業を実施した
ため，限られた時間の中での短時間での検証で

あった。児童の学習状況をワークシートとエピ

ソード記録シートを活用し，記述と発言として

蓄積する方法について有用性を見出すことはで

きたが，長期的に学習状況を蓄積していくなか

で，評価方法の工夫について更なる検証してく

必要があった。また，評価方法が教師からの一方

的な評価であったため，子ども自身の自己評価

につながらなかったという課題があった。 
そこで，本研究では，1年目の研究を基にしな
がら児童の学習状況を普段の授業で見取り，内

容項目のまとまりをもとに，学習振り返り評価

する活動を通して，児童が自身の成長を見つめ

深める実践を試み検証する。 
 

33．．研研究究のの方方法法  
((11))授授業業実実践践ににつついいてて  
①①対対象象校校・・児児童童・・実実施施日日・・教教科科書書  
 山梨県公立A小学校 6年生 22名 
 4月～10月 計 14時間 
 教育出版「小学道徳⑥はばたこう明日へ」 
 
②②授授業業実実践践のの記記録録  
  

表表 22  授授業業実実践践をを行行っったた教教材材  

 
 
44．．実実践践のの概概要要  
((11)) 内内容容項項目目ののままととままりりかからら学学習習をを振振りり返返りり深深
めめるる活活動動のの設設定定  

 道徳の内容項目に関する 4 つの視点に合わせ
て，授業で用いるワークシートを 4 色に色分け
した。色は，使用している教科書の視点区分の色

分けに準じ「A主として自分自身に関すること」
を赤色，「B主として人との関わりに関すること」
を黄色，「C主として集団や社会との関わりに関

エピソード記録シート 

学年 授業日  教材名    

視点区分  内容項目   
 
 
 

「授業エピソード」 
授業中の発言の記録 

（板書写真） 
 
 
 

 

「授業エピソード」 
授業内での学びの記録 

（つぶやき、ペアでの活動の様子、ワークシートの記述など） 

 

 

「生活エピソード」 
授業に関する内容について，学校生活の中での児童の言動の記録 

 

 
 
 
 

時 教材名 内容項目

1 負けずぎらいの心根を持って A　個性の伸長

2 人生を変えるのは自分 A　希望と勇気，努力と強い意志

3 応援団の旗 C　よりよい学校生活，集団生活の充実

4 友達だからこそ B　友情，信頼

5 ひきょうだよ C　公正，公平，社会正義

6 父の言葉 B　親切，思いやり

7 米百表 C　伝統と文化の継承，国や郷土を愛する態度

8 真琴と勇介 B　友情，信頼

9

10 青い海を取りもどせ Ｃ　勤労，公共の精神

11 自然環境を守るためにできること Ｄ　自然愛護

12 山中伸弥先生の快挙 Ａ　真理の探究

13 雨あがりの朝に Ｃ　家族愛，家庭生活の充実

14

ココロタイム

１
学
期

ココロタイム

２
学
期
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質問内容については，日常の道徳科の授業に

おいてどのような方法に重きをおいて児童の学

習状況を見取っているか。またその方法で児童

の学習状況を見取る際の良さと課題点について

考えていることを記述で回答してもらった。 
図 1 に示す通り，道徳科の授業において学習
状況を見取る方法として，42%がワークシート
の記述に重きを置き，次いで児童の発言やつぶ

やきからの見取りが 35%という結果になった。
児童の自己評価については 2%となり，自己評価
による児童の学習状況の見取りについては，ほ

とんど活用がされていないことがわかった。 

  
図図 11  日日常常のの道道徳徳科科のの授授業業ににおおいいてて学学習習状状況況をを
見見取取るる際際にに重重ききをを置置いいてていいるる方方法法のの集集計計結結果果  
((nn＝＝5577))  

 
学習状況を見取る際の課題点として挙げられ

た回答を表 1 に示す。ワークシートから学習状
況を見取る際には，「質問と内容がずれてしまい

正しい学習の様子が見取れないこと」「無回答に

なってしまうこと」などが課題として挙げられ

ていた。また，児童の発言やつぶやきによる学習

状況の見取りについては, 「児童の発言を日常の
取り組みの中でどのように記録に残すか」が挙

げられていた。普段の授業の中で継続して取り

組める学習状況を見取る方法について，多くの

先生が課題を抱えている現状が伺える。 
 

表表 11  学学習習状状況況をを見見取取るる際際のの課課題題点点  

  

((44))11年年目目のの研研究究のの成成果果  
普段の授業の中で児童の学習状況を見取り蓄

積する方法として，1年目はワークシートを用い
て記述を蓄積する方法と，エピソード記録シー

トを活用して児童の発言を蓄積する方法につい

て研究を行った。 
ワークシートに記述を蓄積させる手立てとし

て，児童の考えを記述させる際に，登場人物のイ

ラストに吹き出しをつけ，自己を投影する人物

を明確にし，教師の発問の意図が児童に正しく

伝わるようにした。また，ワークシートの問いに

ついても，「Aさんの気持ちをかきましょう」で
はなく，「あなたが Aさんなら，どんなことをお
話するかな」のように，小学校 1 年生の発達段
階に合わせ，口語で記述させるよう工夫するこ

とで児童の考えが表出しやすいようにした。そ

の結果，問いが明確になり，無回答や発問から大

きくずれる記述が減り，記述から児童の学習状

況を把握することができた。作成したワークシ

ートを図 2に示す。 
 

 
図図 2  自自己己投投影影すするる人人物物をを明明確確化化すするるよようう 

工工夫夫ししたたワワーーククシシーートト 
 
授業中の児童の発言を記録する方法として，

ICレコーダーを用いて授業後にプロトコルを作
成したり，座席表を用いて児童の発言を記録し

たりと研究授業では様々な方法を用いるが，毎

回の授業において，授業者が一人でそれらの方

法を実施することは難しい。 
そこで，授業での児童の発言については，黒板

に板書をする際に児童名を合わせて記入するこ

とで発言を記録として残した。さらに，板書の写

真は，エピソード記録シートに発展させて蓄積

していく。エピソード記録シートは図 3 に示す
通り，授業エピソードと生活エピソードを合わ

せて記録するために作成したシートである。授

業エピソードには，授業中の発言の記録である

板書の写真とペアでの学習の様子や，ワークシ

ートの記述の様子など授業内での学びの記録を

合わせて残す。生活エピソードについては，授業

に関する内容について，学校生活の中での児童

の言動の記録を残していく。 
板書を活用したエピソード記録シートを作成

することで，授業での学びの姿が明確になり，道

徳の授業をきっかけとして，日常生活の中で児

童の前向きな姿を見取ることにつながった。 
 

 
図図 33  エエピピソソーードド記記録録シシーートト 

  
((55))研研究究のの目目的的   
 1年目の研究は，研究協力校で授業を実施した
ため，限られた時間の中での短時間での検証で

あった。児童の学習状況をワークシートとエピ

ソード記録シートを活用し，記述と発言として

蓄積する方法について有用性を見出すことはで

きたが，長期的に学習状況を蓄積していくなか

で，評価方法の工夫について更なる検証してく

必要があった。また，評価方法が教師からの一方

的な評価であったため，子ども自身の自己評価

につながらなかったという課題があった。 
そこで，本研究では，1年目の研究を基にしな
がら児童の学習状況を普段の授業で見取り，内

容項目のまとまりをもとに，学習振り返り評価

する活動を通して，児童が自身の成長を見つめ

深める実践を試み検証する。 
 

33．．研研究究のの方方法法  
((11))授授業業実実践践ににつついいてて  
①①対対象象校校・・児児童童・・実実施施日日・・教教科科書書  
 山梨県公立A小学校 6年生 22名 
 4月～10月 計 14時間 
 教育出版「小学道徳⑥はばたこう明日へ」 
 
②②授授業業実実践践のの記記録録  
  

表表 22  授授業業実実践践をを行行っったた教教材材  

 
 
44．．実実践践のの概概要要  
((11)) 内内容容項項目目ののままととままりりかからら学学習習をを振振りり返返りり深深
めめるる活活動動のの設設定定  

 道徳の内容項目に関する 4 つの視点に合わせ
て，授業で用いるワークシートを 4 色に色分け
した。色は，使用している教科書の視点区分の色

分けに準じ「A主として自分自身に関すること」
を赤色，「B主として人との関わりに関すること」
を黄色，「C主として集団や社会との関わりに関

エピソード記録シート 

学年 授業日  教材名    

視点区分  内容項目   
 
 
 

「授業エピソード」 
授業中の発言の記録 

（板書写真） 
 
 
 

 

「授業エピソード」 
授業内での学びの記録 

（つぶやき、ペアでの活動の様子、ワークシートの記述など） 

 

 

「生活エピソード」 
授業に関する内容について，学校生活の中での児童の言動の記録 

 

 
 
 
 

時 教材名 内容項目

1 負けずぎらいの心根を持って A　個性の伸長

2 人生を変えるのは自分 A　希望と勇気，努力と強い意志

3 応援団の旗 C　よりよい学校生活，集団生活の充実

4 友達だからこそ B　友情，信頼

5 ひきょうだよ C　公正，公平，社会正義

6 父の言葉 B　親切，思いやり

7 米百表 C　伝統と文化の継承，国や郷土を愛する態度

8 真琴と勇介 B　友情，信頼

9

10 青い海を取りもどせ Ｃ　勤労，公共の精神

11 自然環境を守るためにできること Ｄ　自然愛護

12 山中伸弥先生の快挙 Ａ　真理の探究

13 雨あがりの朝に Ｃ　家族愛，家庭生活の充実

14

ココロタイム

１
学
期

ココロタイム

２
学
期

山梨大学教職大学院　令和６年度　教育実践研究報告書

－ 419 －



すること」を青色，「D主として生命や自然，崇
高なものとの関わりに関すること」を緑色とし

た。ワークシートをポートフォリオとして蓄積

したものを児童が振り返りとして活用する際に，

内容項目を意識した大くくりなまとまりで，自

分の学習を見つめ直すことができるようにする。

また，学期に 1回，4つの視点区分で色分けし，
ポートフォリオとして蓄積したワークシートを，

児童が見直す時間（ココロタイム）を設定する。 
内容項目のまとまりの中での振り返りから，

「道徳的価値の理解に関してどのような成長が

見られるのか」「自己を見つめることに関してど

のような成長が見られるのか」など児童が自己

の成長を見つめ深めることができているか，ワ

ークシートへの記述から捉えることをねらいと

した。 
 
((22))児児童童にによよるる生生活活エエピピソソーードドのの相相互互記記録録  
 エピソード記録シートについては，黒板の板

書を活用した授業に関する授業エピソードと合

わせて，学校生活の中での児童の言動の記録を

残していく。加藤(2017)は「道徳の授業外での子
どもたちの変容について，道徳の授業がきっか

けとなってよりよく生きようとする前向きな姿

が見られたかどうかを見取ることは必要である」

と述べ，道徳の授業以外の実生活における経験

を得た上での育ちを見取ることの重要性を示し

ている。エピソード記録シートを作成すること

で，児童の学習状況と児童の日常での成長の様

子の二つの面を合わせて一枚のシートに蓄積す

ることをねらいとした。 
 生活エピソードの記録については，教師が児

童の生活での言動を見取り，記録をしていたが，

今回の研究ではそれに加え，児童が相互に友達

の頑張っているところを見つけ，友達の成長発

見シートに記録する活動を加えることで，道徳

的実践意欲や態度として表れている児童の成長

の様子をお互いが見つけることで高めあう活動

にすることをねらいとする。 
 
 
 

55．．結結果果とと考考察察  
((11)) 11学学期期のの実実践践のの結結果果とと分分析析かからら：：児児童童AAのの記記
述述のの様様子子ををももととにに  

①①道道徳徳的的実実践践意意欲欲のの高高ままりりとと教教師師のの見見取取りり  
 1学期は，表 2に示した通り教科書を用いて 8
時間の授業を行った後に，自分の成長について

振り返るココロタイムを 9 時間目として実施し
た。1学期のココロタイムでは「B主として人と
の関わりに関すること」の内容項目について自

身の成長について深め振り返るための活動を設

定した。 
 児童Aは 4時間目「友達だからこそ」の授業
において，主人公に自己を投影して，困っている

友達への助言として「しっぱいは成功のもとだ

から一回やってみれば」と友達のことを励ます

言葉がけでアドバイスを考えていた。困ってい

る友達をすぐに助けてしまうことが思いやりで

はないという道徳的価値を，主人公に自分を投

影し見出していた。児童 Aのワークシートを図
4に示す。 
 

 
図図 44  授授業業 44時時間間目目のの児児童童AAののワワーーククシシーートト 
 
4 時間目の授業終了後にエピソード記録シー
ト（図 5）を作成したが，その中で，児童 A が
算数の課題解決に困っている友達に「1回やって
みたら。それでもできなかったら手伝うよ。」と

アドバイスしている様子を教師が見取っている。 
授業で見出した価値について，意欲を持ち行

動に移す児童 Aの成長した姿を，エピソード記
録シートを作成したことで見取ることができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また児童 A 自身も，9 時間目に行ったココロ
タイムの中で「やってといわれるとすぐやって

しまっていたけれど，すぐにやってあげないで

チャレンジしてもらうようにしている」と振り

返りのワークシートに記述し（図 6），道徳的価
値について，単なる知識としてではなく，自分自

身の行動や思考と結びつけて自己の成長に気づ

いている様子が伺える。道徳の内容項目を大く

くりなまとまりで評価することは，児童の道徳

的な成長を多角的に捉え、より深い理解を促す

上で非常に有効な手段だと考えられる。 
 

 
図図 66  児児童童AAののココココロロタタイイムムののワワーーククシシーートト  

 
②②ココココロロタタイイムムのの自自己己評評価価とと児児童童相相互互のの見見取取りり  
  8時間目は，異性の間であっても信頼し，学び
合うことの大切さについて考えを深め，よりよ

い人間関係を築こうとする実践意欲と態度を育

てることをねらいとして授業を行った。児童A 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

は授業後の学習感想に「男女の関係をよくした 
い」と記述をし，伸ばしたい自己について見つめ

道徳的実践意欲が高まっていることが伺えた。

しかし，9時間目に行ったココロタイムでの振り
返りでは，児童Aは「女子とのかかわり方は変 
えられなかった」と記述をし，道徳的価値の大切 
さに気付きながらもなかなか実現することがで

きない難しさを感じている様子が伺え，児童 A
は道徳的態度について自身の行動を否定的に自

己評価している。今回の授業後の児童 Aの様子
については教師の見取りとしてエピソード記録

シートにも記述は無かったので，本人の記述か

らも教師の見取りからも成長の様子を正しく捉

えることはできなかった。 
 一方で授業後に友達の頑張っているところを

児童がお互いに見つけ，友達の成長発見シート

へ記録する取り組みを行っていたが，その活動

の中で児童 Aについて別の児童が「（女子児童）
が給食をこぼしてしまったときに，児童 Aが大
丈夫といって声をかけ手伝っていた」と記述を

していた。（図 7）児童が互いの良さを認め合う
活動を行うことで，本人が自分では気が付かな

かった道徳的実践力の成長を，教師が見取れな

かった日常の中での児童 Aの成長を友達同士の
交流から深めることにつながったと思われる。 
 
  

図図 55  授授業業 44時時間間目目後後にに作作成成ししたたエエピピソソーードド記記録録シシーートト  

教教材材名名・・主主題題名名・・【【内内容容項項
目目】】

６　友達だからこそ  「友情を深める」  【Ｂ　友情、信頼】    〈〈問問題題をを解解決決すするる

ねねららいい
友美さんと今日子さんの考え方の違いについて話し合うことをとおして、友達と互いに信頼し学び合って友情を深めることの
大切さに気づき、よりよい人間関係を築こうとする実践意欲と態度を育てる。

授
業
エ
ピ
ソ
ー
ド

・（〇〇）さんが悪口を言わないことが大切と答えていた。
・（〇〇）さんが嘘をつくと友達の信頼を失うと答えていた。
・（〇〇）さんが気持ちを考えることが大切と発言していた。
・（児童A）さんが、「あとあと困りそうだから自分はやってしまう」と友達
との交流で発言していた。
・（〇〇）さんが「頼まれたことを断ると友人関係が壊れそう」と自分の素
直な思いを発言していた。

生
活
エ
ピ
ソ
ー
ド

・（〇〇）さんが算数の答えを聞かれたときに「自分で考えてみ
たら」と声をかけていた。
・（〇〇）さんが「給食当番の仕事手伝うよ」と自分から進んで
声をかけていた。
・（児童A）さんが友達にアドバイスをする際に「一回やってみ
たら。それでもできなかったら手伝うよ」と話をしていた。
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すること」を青色，「D主として生命や自然，崇
高なものとの関わりに関すること」を緑色とし

た。ワークシートをポートフォリオとして蓄積

したものを児童が振り返りとして活用する際に，

内容項目を意識した大くくりなまとまりで，自

分の学習を見つめ直すことができるようにする。

また，学期に 1回，4つの視点区分で色分けし，
ポートフォリオとして蓄積したワークシートを，

児童が見直す時間（ココロタイム）を設定する。 
内容項目のまとまりの中での振り返りから，

「道徳的価値の理解に関してどのような成長が

見られるのか」「自己を見つめることに関してど

のような成長が見られるのか」など児童が自己

の成長を見つめ深めることができているか，ワ

ークシートへの記述から捉えることをねらいと

した。 
 
((22))児児童童にによよるる生生活活エエピピソソーードドのの相相互互記記録録  
 エピソード記録シートについては，黒板の板

書を活用した授業に関する授業エピソードと合

わせて，学校生活の中での児童の言動の記録を

残していく。加藤(2017)は「道徳の授業外での子
どもたちの変容について，道徳の授業がきっか

けとなってよりよく生きようとする前向きな姿

が見られたかどうかを見取ることは必要である」

と述べ，道徳の授業以外の実生活における経験

を得た上での育ちを見取ることの重要性を示し

ている。エピソード記録シートを作成すること

で，児童の学習状況と児童の日常での成長の様

子の二つの面を合わせて一枚のシートに蓄積す

ることをねらいとした。 
 生活エピソードの記録については，教師が児

童の生活での言動を見取り，記録をしていたが，

今回の研究ではそれに加え，児童が相互に友達

の頑張っているところを見つけ，友達の成長発

見シートに記録する活動を加えることで，道徳

的実践意欲や態度として表れている児童の成長

の様子をお互いが見つけることで高めあう活動

にすることをねらいとする。 
 
 
 

55．．結結果果とと考考察察  
((11)) 11学学期期のの実実践践のの結結果果とと分分析析かからら：：児児童童AAのの記記
述述のの様様子子ををももととにに  

①①道道徳徳的的実実践践意意欲欲のの高高ままりりとと教教師師のの見見取取りり  
 1学期は，表 2に示した通り教科書を用いて 8
時間の授業を行った後に，自分の成長について

振り返るココロタイムを 9 時間目として実施し
た。1学期のココロタイムでは「B主として人と
の関わりに関すること」の内容項目について自

身の成長について深め振り返るための活動を設

定した。 
 児童Aは 4時間目「友達だからこそ」の授業
において，主人公に自己を投影して，困っている

友達への助言として「しっぱいは成功のもとだ

から一回やってみれば」と友達のことを励ます

言葉がけでアドバイスを考えていた。困ってい

る友達をすぐに助けてしまうことが思いやりで

はないという道徳的価値を，主人公に自分を投

影し見出していた。児童 Aのワークシートを図
4に示す。 
 

 
図図 44  授授業業 44時時間間目目のの児児童童AAののワワーーククシシーートト 
 
4 時間目の授業終了後にエピソード記録シー
ト（図 5）を作成したが，その中で，児童 A が
算数の課題解決に困っている友達に「1回やって
みたら。それでもできなかったら手伝うよ。」と

アドバイスしている様子を教師が見取っている。 
授業で見出した価値について，意欲を持ち行

動に移す児童 Aの成長した姿を，エピソード記
録シートを作成したことで見取ることができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また児童 A 自身も，9 時間目に行ったココロ
タイムの中で「やってといわれるとすぐやって

しまっていたけれど，すぐにやってあげないで

チャレンジしてもらうようにしている」と振り

返りのワークシートに記述し（図 6），道徳的価
値について，単なる知識としてではなく，自分自

身の行動や思考と結びつけて自己の成長に気づ

いている様子が伺える。道徳の内容項目を大く

くりなまとまりで評価することは，児童の道徳

的な成長を多角的に捉え、より深い理解を促す

上で非常に有効な手段だと考えられる。 
 

 
図図 66  児児童童AAののココココロロタタイイムムののワワーーククシシーートト  

 
②②ココココロロタタイイムムのの自自己己評評価価とと児児童童相相互互のの見見取取りり  
  8時間目は，異性の間であっても信頼し，学び
合うことの大切さについて考えを深め，よりよ

い人間関係を築こうとする実践意欲と態度を育

てることをねらいとして授業を行った。児童A 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

は授業後の学習感想に「男女の関係をよくした 
い」と記述をし，伸ばしたい自己について見つめ

道徳的実践意欲が高まっていることが伺えた。

しかし，9時間目に行ったココロタイムでの振り
返りでは，児童Aは「女子とのかかわり方は変 
えられなかった」と記述をし，道徳的価値の大切 
さに気付きながらもなかなか実現することがで

きない難しさを感じている様子が伺え，児童 A
は道徳的態度について自身の行動を否定的に自

己評価している。今回の授業後の児童 Aの様子
については教師の見取りとしてエピソード記録

シートにも記述は無かったので，本人の記述か

らも教師の見取りからも成長の様子を正しく捉

えることはできなかった。 
 一方で授業後に友達の頑張っているところを

児童がお互いに見つけ，友達の成長発見シート

へ記録する取り組みを行っていたが，その活動

の中で児童 Aについて別の児童が「（女子児童）
が給食をこぼしてしまったときに，児童 Aが大
丈夫といって声をかけ手伝っていた」と記述を

していた。（図 7）児童が互いの良さを認め合う
活動を行うことで，本人が自分では気が付かな

かった道徳的実践力の成長を，教師が見取れな

かった日常の中での児童 Aの成長を友達同士の
交流から深めることにつながったと思われる。 
 
  

図図 55  授授業業 44時時間間目目後後にに作作成成ししたたエエピピソソーードド記記録録シシーートト  

教教材材名名・・主主題題名名・・【【内内容容項項
目目】】

６　友達だからこそ  「友情を深める」  【Ｂ　友情、信頼】    〈〈問問題題をを解解決決すするる

ねねららいい
友美さんと今日子さんの考え方の違いについて話し合うことをとおして、友達と互いに信頼し学び合って友情を深めることの
大切さに気づき、よりよい人間関係を築こうとする実践意欲と態度を育てる。

授
業
エ
ピ
ソ
ー
ド

・（〇〇）さんが悪口を言わないことが大切と答えていた。
・（〇〇）さんが嘘をつくと友達の信頼を失うと答えていた。
・（〇〇）さんが気持ちを考えることが大切と発言していた。
・（児童A）さんが、「あとあと困りそうだから自分はやってしまう」と友達
との交流で発言していた。
・（〇〇）さんが「頼まれたことを断ると友人関係が壊れそう」と自分の素
直な思いを発言していた。

生
活
エ
ピ
ソ
ー
ド

・（〇〇）さんが算数の答えを聞かれたときに「自分で考えてみ
たら」と声をかけていた。
・（〇〇）さんが「給食当番の仕事手伝うよ」と自分から進んで
声をかけていた。
・（児童A）さんが友達にアドバイスをする際に「一回やってみ
たら。それでもできなかったら手伝うよ」と話をしていた。
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((22)) 22学学期期のの実実践践のの結結果果とと分分析析かからら：：児児童童BBのの記記
述述のの様様子子ををももととにに  
①①授授業業前前後後ででのの道道徳徳的的価価値値のの深深ままりり  
  2学期は，表 2に示した通り教科書を用いて 4
時間の授業を行った後に，自分の成長について

振り返るココロタイムを 5 時間目として実施し
た。2学期は「C主として集団や社会との関わり
に関すること」の内容項目についてココロタイ

ムで振り返りを行った。学習前後での児童の「働

くことの意義について」道徳的価値の変容につ

いて考察を行った。 
 児童Bは，「あなたは働くときにどんなことを
大切にしていますか」という問いに対し，授業前

の答えとして「さぼらずに仕事をする」「ていね

いにやる」「集中する」と記述をしていた。（図 8）
自分がどのように仕事に向き合っているかとい

うことが考えの中心であり，働くことの意義に

ついての記述は無かった。 
 

 
 
 

 

図図 88  授授業業前前のの児児童童BBのの記記述述  
  
 4時間の授業後にココロタイムで再度「あなた
は働くときにどんなことを大切にしていますか」

という質問を行った。授業後の児童 Bの記述を
図 9に示すが，「今までは楽か大変かで仕事を決
めていたが。これからは人の役にたつかたたな

いかで決めたい」と書いており，何のために働く

のかという目的意識や，誰のために働くのかと

いう他者意識が児童の道徳的価値として深まっ

図図７７  児児童童のの相相互互評評価価ととししてて活活用用ししたた友友達達のの成成長長発発見見シシーートト  

友友達達のの成成長長をを発発見見ししよようう！！！！　　協協力力ししてて活活動動ししてていいるる姿姿素素晴晴ららししいいでですすねね！！

・（　〇〇　）さんが、下駄箱の掃除を頑張っていた。（記入した児童名）
・調理実習の片付けを（　〇〇　）くんが一生懸命やっていた。（記入した児童名）

ク
ラ
ス
の
友
達
の
よ
い
と
こ
ろ

・（　〇〇　）さんが（　〇〇　）さんの給食を保健室へ自分から進んで届けていた。（記入した児童名）
・（　〇〇　）さんが給食をこぼしたときに（　児童A　）さんが「大丈夫といって」手伝ってあげていた。（記入した児童名）
・（　〇〇　）が困っている友達を助けてあげていた。（記入した児童名）
・（　〇〇　）くんがプールで２５ｍを泳ぎきったときに（　〇〇　）くんがすごいとほめていた。（記入した児童名）

ていることを見取ることができる。また，児童B
は授業前後での記述の変容について「自分の仕

事をさぼらずにすることが働くことで大切だと

考えていたが，今は自分が働くことでだれかの

役にたっていると考えて進んで働いている」と

答えるなど，道徳的価値を単に理解するだけで

なく，日常生活の中で積極的に実践しようとす

る意欲が高まっていることがわかった。 
ココロタイムの活動を行うことで，授業での

道徳的価値の理解だけでなく，日常生活におけ

る自分の行動について合わせて振り返りを行う

機会となり，児童は自分自身を客観的に捉え，自

己理解を深めることにつながったと思われる。 
 

  
図図 99  授授業業後後のの児児童童BBのの記記述述  

  
（（33））友友達達のの成成長長発発見見シシーートトにによよるるククララスス全全体体のの  
道道徳徳的的実実践践意意欲欲のの高高ままりり  

  昨年度開発したエピソード記録シートは，授

業での児童の学びと授業後の児童の生活の様子

を合わせて記録をすることができるが，評価者

は教師に限定されるため，全ての児童を一度に

見取ることは難しい。 
 そこで，児童が相互に友達の頑張っていると

ころを見つける活動を加えることで，道徳的実

践意欲や態度として表れている児童の成長の様

子をお互いが見つけることで高めあえるように

エピソード記録シートを友達の成長発見シート

（図 10）として活用を行った。 
 

  
図図 1100  授授業業 1133時時間間目目後後にに作作成成ししたた友友達達のの  

          成成長長発発見見シシーートト  
 
 友達の成長発見シートを活用した相互評価の

活動について，児童の振り返りの感想を記述か

ら分類したものを表 3に示す。「友達が頑張って
いるところを見つけるのは楽しかった」「自分が

頑張っているところをほめてもらえるのは嬉し

かった」と感想に書く児童が多く，互いの良さを

認め合い高め合う活動により，児童の道徳的実

践意欲が高まっていると考えられる。また，「友

達を見て自分も頑張ろうと思った」という記述

から，友達の言動を認め励ます活動を行うこと

が児童にとって刺激になり，クラス全体の道徳

的実践意欲の向上につながっていると考えられ

る。友達の成長発見シートを活用した相互評価

活動を行うことにより，友達の良い点や努力を

認めることで，共感する力が育まれたと思われ

る。さらに，友達から評価を受けることで，自分

の長所や課題を客観的に捉え，自己理解を深め

ることができていると思われる。 
 しかし，「友達の良い所を見つける事は難しか

った」と肯定的に友達の成長を捉えることに難

しさを感じている児童や，「見つける友達が同じ

人になってしまうことが多かった」「自分のこと

をあまり友達が書いてくれなくて悲しかった」

と感想に書く児童がいるなど，相互評価の活動

20（〇〇）が給食の片付けのときに自分からどんどんやっていたのでまねしたい。（記入した児童名）
21  社会の時間（〇〇）くんが、課題に向かっていてすごいと思った。（記入した児童名）
22（〇〇）と（〇〇）が給食の片付けを率先してやっていた。（記入した児童名）

14（〇〇）君が自分だけのことではないけど青組を並ばせることをすぐにやっていた。（記入した児童名）
15（〇〇）ちゃんが応援で使う太鼓を運んでくれた。（記入した児童名）
16（〇〇）が水筒をいれるカゴをはこんでいた。（記入した児童名）
17（〇〇）くんが自分から旗を運んでいた。（記入した児童名）
18（〇〇）と（〇〇）が太鼓などを自分から運んでいた。
19（〇〇）が1校時の全校練習のためにはやくにいって準備をしといてくれた。（記入した児童名）

8（〇〇）くんと（〇〇）くんと（〇〇）ちゃんが朝、運動会練習の準備を率先してやっていた。（記入した児童名）
9（〇〇）、（〇〇）、（〇〇）体育館の準備に行っていた。（記入した児童名）
10（〇〇）が掃除に早く行ったほうがいいよと言ってくれた。（記入した児童名）
11（〇〇）くんが朝きたら太鼓をはこんでいた。（記入した児童名）
12
13（〇〇）くんが青組を並ばせてくれた。（記入した児童名）

友達の成長を発見しよう！

ク
ラ
ス
の
友
達
の
よ
い
と
こ
ろ

１朝登校するとすぐに、(〇〇)さんが自分の係の仕事をしていた。終わると他の仕事を手伝っていてすごいと思った。
 （記入した児童名）
２
３(〇〇）くんが、給食当番ではないけれど、配ぜん台をかたづけていた。自分もそんなふうになりたい。（記入した児童名）
４ (〇〇)ちゃんが、掃除のときに雑巾で教室のすみまで掃除していた。（記入した児童名）
５（〇〇）ちゃんがライン引きの当番ではないけれど、「手伝うよ」と言ってくれて、一緒に仕事をしてくれてうれしかった。
６（〇〇）ちゃんが、運動会の係の仕事を忘れずにやっていてすごい。いやいややっていないのが良い。（記入した児童名）
７
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((22)) 22学学期期のの実実践践のの結結果果とと分分析析かからら：：児児童童BBのの記記
述述のの様様子子ををももととにに  
①①授授業業前前後後ででのの道道徳徳的的価価値値のの深深ままりり  
  2学期は，表 2に示した通り教科書を用いて 4
時間の授業を行った後に，自分の成長について

振り返るココロタイムを 5 時間目として実施し
た。2学期は「C主として集団や社会との関わり
に関すること」の内容項目についてココロタイ

ムで振り返りを行った。学習前後での児童の「働

くことの意義について」道徳的価値の変容につ

いて考察を行った。 
 児童Bは，「あなたは働くときにどんなことを
大切にしていますか」という問いに対し，授業前

の答えとして「さぼらずに仕事をする」「ていね

いにやる」「集中する」と記述をしていた。（図 8）
自分がどのように仕事に向き合っているかとい

うことが考えの中心であり，働くことの意義に

ついての記述は無かった。 
 

 
 
 

 

図図 88  授授業業前前のの児児童童BBのの記記述述  
  
 4時間の授業後にココロタイムで再度「あなた
は働くときにどんなことを大切にしていますか」

という質問を行った。授業後の児童 Bの記述を
図 9に示すが，「今までは楽か大変かで仕事を決
めていたが。これからは人の役にたつかたたな

いかで決めたい」と書いており，何のために働く

のかという目的意識や，誰のために働くのかと

いう他者意識が児童の道徳的価値として深まっ

図図７７  児児童童のの相相互互評評価価ととししてて活活用用ししたた友友達達のの成成長長発発見見シシーートト  

友友達達のの成成長長をを発発見見ししよようう！！！！　　協協力力ししてて活活動動ししてていいるる姿姿素素晴晴ららししいいでですすねね！！

・（　〇〇　）さんが、下駄箱の掃除を頑張っていた。（記入した児童名）
・調理実習の片付けを（　〇〇　）くんが一生懸命やっていた。（記入した児童名）

ク
ラ
ス
の
友
達
の
よ
い
と
こ
ろ

・（　〇〇　）さんが（　〇〇　）さんの給食を保健室へ自分から進んで届けていた。（記入した児童名）
・（　〇〇　）さんが給食をこぼしたときに（　児童A　）さんが「大丈夫といって」手伝ってあげていた。（記入した児童名）
・（　〇〇　）が困っている友達を助けてあげていた。（記入した児童名）
・（　〇〇　）くんがプールで２５ｍを泳ぎきったときに（　〇〇　）くんがすごいとほめていた。（記入した児童名）

ていることを見取ることができる。また，児童B
は授業前後での記述の変容について「自分の仕

事をさぼらずにすることが働くことで大切だと

考えていたが，今は自分が働くことでだれかの

役にたっていると考えて進んで働いている」と

答えるなど，道徳的価値を単に理解するだけで

なく，日常生活の中で積極的に実践しようとす

る意欲が高まっていることがわかった。 
ココロタイムの活動を行うことで，授業での

道徳的価値の理解だけでなく，日常生活におけ

る自分の行動について合わせて振り返りを行う

機会となり，児童は自分自身を客観的に捉え，自

己理解を深めることにつながったと思われる。 
 

  
図図 99  授授業業後後のの児児童童BBのの記記述述  

  
（（33））友友達達のの成成長長発発見見シシーートトにによよるるククララスス全全体体のの  
道道徳徳的的実実践践意意欲欲のの高高ままりり  

  昨年度開発したエピソード記録シートは，授

業での児童の学びと授業後の児童の生活の様子

を合わせて記録をすることができるが，評価者

は教師に限定されるため，全ての児童を一度に

見取ることは難しい。 
 そこで，児童が相互に友達の頑張っていると

ころを見つける活動を加えることで，道徳的実

践意欲や態度として表れている児童の成長の様

子をお互いが見つけることで高めあえるように

エピソード記録シートを友達の成長発見シート

（図 10）として活用を行った。 
 

  
図図 1100  授授業業 1133時時間間目目後後にに作作成成ししたた友友達達のの  

          成成長長発発見見シシーートト  
 
 友達の成長発見シートを活用した相互評価の

活動について，児童の振り返りの感想を記述か

ら分類したものを表 3に示す。「友達が頑張って
いるところを見つけるのは楽しかった」「自分が

頑張っているところをほめてもらえるのは嬉し

かった」と感想に書く児童が多く，互いの良さを

認め合い高め合う活動により，児童の道徳的実

践意欲が高まっていると考えられる。また，「友

達を見て自分も頑張ろうと思った」という記述

から，友達の言動を認め励ます活動を行うこと

が児童にとって刺激になり，クラス全体の道徳

的実践意欲の向上につながっていると考えられ

る。友達の成長発見シートを活用した相互評価

活動を行うことにより，友達の良い点や努力を

認めることで，共感する力が育まれたと思われ

る。さらに，友達から評価を受けることで，自分

の長所や課題を客観的に捉え，自己理解を深め

ることができていると思われる。 
 しかし，「友達の良い所を見つける事は難しか

った」と肯定的に友達の成長を捉えることに難

しさを感じている児童や，「見つける友達が同じ

人になってしまうことが多かった」「自分のこと

をあまり友達が書いてくれなくて悲しかった」

と感想に書く児童がいるなど，相互評価の活動

20（〇〇）が給食の片付けのときに自分からどんどんやっていたのでまねしたい。（記入した児童名）
21  社会の時間（〇〇）くんが、課題に向かっていてすごいと思った。（記入した児童名）
22（〇〇）と（〇〇）が給食の片付けを率先してやっていた。（記入した児童名）

14（〇〇）君が自分だけのことではないけど青組を並ばせることをすぐにやっていた。（記入した児童名）
15（〇〇）ちゃんが応援で使う太鼓を運んでくれた。（記入した児童名）
16（〇〇）が水筒をいれるカゴをはこんでいた。（記入した児童名）
17（〇〇）くんが自分から旗を運んでいた。（記入した児童名）
18（〇〇）と（〇〇）が太鼓などを自分から運んでいた。
19（〇〇）が1校時の全校練習のためにはやくにいって準備をしといてくれた。（記入した児童名）

8（〇〇）くんと（〇〇）くんと（〇〇）ちゃんが朝、運動会練習の準備を率先してやっていた。（記入した児童名）
9（〇〇）、（〇〇）、（〇〇）体育館の準備に行っていた。（記入した児童名）
10（〇〇）が掃除に早く行ったほうがいいよと言ってくれた。（記入した児童名）
11（〇〇）くんが朝きたら太鼓をはこんでいた。（記入した児童名）
12
13（〇〇）くんが青組を並ばせてくれた。（記入した児童名）

友達の成長を発見しよう！

ク
ラ
ス
の
友
達
の
よ
い
と
こ
ろ

１朝登校するとすぐに、(〇〇)さんが自分の係の仕事をしていた。終わると他の仕事を手伝っていてすごいと思った。
 （記入した児童名）
２
３(〇〇）くんが、給食当番ではないけれど、配ぜん台をかたづけていた。自分もそんなふうになりたい。（記入した児童名）
４ (〇〇)ちゃんが、掃除のときに雑巾で教室のすみまで掃除していた。（記入した児童名）
５（〇〇）ちゃんがライン引きの当番ではないけれど、「手伝うよ」と言ってくれて、一緒に仕事をしてくれてうれしかった。
６（〇〇）ちゃんが、運動会の係の仕事を忘れずにやっていてすごい。いやいややっていないのが良い。（記入した児童名）
７
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を行うことが児童にとって負担となり，児童に

よっては活動が意欲を低下させてしまっている

面もあると思われる。記述した内容を交流する

機会を設けるなど、活動が児童の内発的な動機

付けへつながる工夫が更に必要だと思われる。 
  
表表 33  友友達達のの成成長長発発見見シシーートトのの取取りり組組みみをを  

行行っっててのの児児童童のの感感想想 nn==2200  
（（記記述述のの内内容容ににつついいててはは複複数数にに分分類類））  

 
 
66．．考考察察おおよよびび今今後後のの課課題題  
今回の実践における成果の 1つ目は，「ココロ
タイム」として内容項目のまとまりで振り返り

を行うことで，道徳的価値について，単なる知識

としてではなく，授業後の自分自身の行動も含

め，児童は自己の成長ついて振り返りを行うこ

とができたことである。個々の項目に対する道

徳的価値の内容理解だけでなく，他の時間の学

習内容をどのように関連づけて考えを深めてい

るかを，教師による見取り，児童自身の自己評価

の両面から振り返りを行うことができた。 
2つ目は，エピソード記録シートを児童間での
相互評価として友達の成長発見シートを活用し

たことで，他者からの視点を取り入れた評価と

して，自己の成長を見つめ深めることができた

ことである。授業で学んだ道徳的価値について

「知っている」という状態から，実際にその価値

観に基づいた行動を日常的に行おうという道徳

的実践意欲を育むことにつながったことである。 
 今後の課題としては， 今回の実践では「ココ
ロタイム」で取り上げた振り返りの視点は教師

側からの提案であり，内容項目についても教師

が提示を行った。道徳の振り返りは，児童が自己

を深く理解し，より良い人間関係を築くための

重要なプロセスであると考える。多角的な視点

で振り返ることで，児童は自分の考えや行動を

客観的に見つめ，成長点や改善点を発見するこ

とにつながると思われる。振り返りの視点を児

童にどう委ね，どのように振り返りを行わせる

のか今後更に方法を検証していきたい。また，内

容項目によっては，道徳的価値を理解している

ことが，必ずしも直接的な行動や発言として日

常生活の場面で表れるとは限らない。児童の内

面的な変化を様々な側面から見取る方法につい

ては，さらなる手立ての工夫が必要であると考

える。 
  
引引用用文文献献  
・加藤宣行（2017）『子どもに寄り添う道徳の評
価』光文書院 
・文部科学省（2018）平成 29年小学校学習指 
要領解説特別の教科道徳編 
・文部科学省（2022）令和３年度道徳教育実施
状況調査 
・毛内嘉威（2017）児童生徒の評価と教師の指導
の評価，永田繁雄（編）『「道徳科」評価の考え

方・進め方』教育開発研究所，pp.50-51 
・西野真由美（2017）学習状況の評価，永田繁
雄（編）『「道徳科」評価の考え方・進め方』教

育開発研究所，pp.40-41 
・富岡栄（2015）「道徳の時間の評価に関する実
践的研究–教科化に向けての取り組み-」『道徳
と教育』333 ,pp.81-92 
・富岡栄（2018）『道徳科授業づくりと評価の 20
講義』明治図書 

 

友達の成長発見シートの取り組みについて
児童が振り返りをした記述の分類

回答数

友達の頑張っているところを見つけるのは楽しかった 12

自分が頑張っているところをほめてもらえる事は嬉しかった 11

友達を見て自分も頑張ろうと思った 9
最初は難しかったが、友達の頑張っているところを見つける
ことができるようになった 6

友達の良い所を見つける事は難しかった 6

見つける友達が同じ人になってしまうことが多かった 3

自分のことをあまり友達が書いてくれなくて悲しかった 2

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと  

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと  

 1 

主体性を引き出し、高めていく授業づくり 
－学習課題の設定とその指導に焦点をあてて－ 

 
教育学研究科 教育実践創成専攻 教育実践開発コース 教師力育成分野 両角 知優 

1．．研研究究動動機機 
これまで日本の小学校では、平成 10 年に改訂された小学校学習指導要領において、「生きる力」の育
成が求められ、教育内容の厳選や総合的な学習の時間が導入された。その後、平成 15年の一部改正をき
っかけに、学習指導要領の中で「主体的」という言葉が使われるようになり、主体的な学びが必要とさ

れてきた。また、平成 29年改訂の小学校学習指導要領においても「主体的・対話的で深い学び」（アク
ティブラーニング）の視点からの授業改善等の内容が盛り込まれており、現在も「主体的な学び」が必

要とされていることがわかる。 
中央教育審議会（2021）において、現在の日本型教育が直面している課題として、「教師の負担の増加」
「教員不足の深刻化」「情報化への対応の遅れ」「子供たちの多様化」「生徒の学習意欲の低下」などが挙

げられた。これらの課題を解決するために、個別最適な学びと協同的な学びを備えた「令和の日本型教

育」の実現を掲げ、「個別最適な学び」を進めるにあたって、「個に応じた指導」の充実が重要であると

述べている。その際、「『主体的・対話的で深い学び』を実現し、個々の家庭の経済事情等に左右される

ことなく、子供たちに必要な力を育む。」としている。以上のことから、「主体的な学び」が、その必要

性が言われ始めた当初よりもより多様な背景をもつ子供がその社会背景に左右されることなく、必要な

力を育むうえで、「主体的・対話的で深い学び」の実現が重要視されている。 
中央教育審議会（2021）においても「子供たちの多様化」や「生徒の学習意欲の低下」が現在の日本の
教育の課題として挙げられていたが、論者自身も実際に学校で授業を受ける児童の中で、「わからない」

「つまらない」と授業への参加に消極的な態度を示したり、授業中にやる気を失ったりしている姿を見

ることがあった。しかし、その児童も常にそのような様子ではなく、別の授業や活動では「わかった！」

「こうするのはどうだろう？」と積極的に授業に参加したり、静かに考えを深めたりしている姿を見る

ことがあった。このように、一人一人多様な背景をもつ児童であっても、様々な工夫によって意欲的に

取り組むことが可能であると考えるようになった。児童も社会も多様な背景をもち、様々な課題を抱え

ている今だからこそ、児童から「主体性」を引き出す授業が求められているのではないだろうか。 

2．．主主体体性性ととはは 
「主体性」「主体的」という言葉は、様々な場面で使われているが、その意味は不明瞭で先行研究等にお

いての定義も様々である。佐藤学（2020）は、「主体性」を「subjectivity」と訳し、「subject」がもともと
持つ、「家臣・従属」という意味から欧米では連想されている「主体＝従属」とは異なり、日本では、む

しろ、「あらゆる従属関係や制約から自由になって自分の内面の意志にそって行動することを意味して

いる。」「『主体性』は、従属すべきものを喪失した『宙づりの主体』でしか、ありえないのではないか。」

と述べている。このことから「主体性」とは、自己と対象となるものとの関係性が見えてこそ、成り立

つものであると考えられる。また、両角（2024）は、学習指導要領や先行研究における定義を参考にし
ながら「主体的な学びや活動」を「学習に関心をもち、自ら行動を選択、決定する活動」と定義してい

る。国語大辞典言泉では、「主体性」を「①現代哲学で、存在論的に意識と身体をもつ存在者であるとと

もに、倫理的、実践的に周囲の情況に働きかけていく個体的な行為者であること。②行動する際、自分

の意志や判断に基づいていて自覚的であるさま。また、そういう性格」と定義しており、「主体的」を「①
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